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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】令和2年3月5日(2020.3.5)

【公開番号】特開2017-139457(P2017-139457A)
【公開日】平成29年8月10日(2017.8.10)
【年通号数】公開・登録公報2017-030
【出願番号】特願2017-10609(P2017-10609)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 307/92     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ   33/22     　　　Ｄ
   Ｈ０５Ｂ   33/14     　　　Ｂ
   Ｃ０７Ｄ  307/92     ＣＳＰ　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     ６３５　

【手続補正書】
【提出日】令和2年1月22日(2020.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】発光素子、正孔輸送層用材料、発光素子用材料、発光装置、電子機器、お
よび照明装置
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の電極間に、下記式（Ｇ１）で表される有機化合物（ただし、Ｐ－８８で表される
化合物を除く）を有する発光素子。

【化１】

　（但し、式（Ｇ１）中、Ｒ１乃至Ｒ８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の炭化
水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、
ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳
香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、ＡおよびＢはそのどちらか一方が下記式（ｇ
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１）で表される基であり、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至
６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、炭素数１乃
至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素基のいずれか
一を表す。）
【化２】

　（但し、式（ｇ１）中、Ａｒ１、Ａｒ２はそれぞれ独立に、置換または無置換の炭素数
６乃至６０の芳香族炭化水素基、下記式（ｇ２）で表される基のいずれか一を表す。）
【化３】

　（但し、式（ｇ２）中、Ｒ１１乃至Ｒ１８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の
炭化水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ
基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０
の芳香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、Ｚ１およびＺ２のどちらか一方が式（ｇ
１）における窒素原子と結合しており、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、
炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基
、炭素数１乃至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素
基のいずれか一を表す。）
【化４】

【請求項２】
　一対の電極間に、下記式（Ｇ１）で表される有機化合物を有する発光素子。
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【化５】

　（但し、式（Ｇ１）中、Ｒ１乃至Ｒ８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の炭化
水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、
ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳
香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、ＡおよびＢはそのどちらか一方が下記式（ｇ
１）で表される基であり、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至
６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、炭素数１乃
至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素基のいずれか
一を表す。）
【化６】

　（但し、式（ｇ１）中、Ａｒ１、Ａｒ２はそれぞれ独立に、置換または無置換の炭素数
６乃至６０の芳香族炭化水素基（ただし、置換基を有する場合、該置換基がジナフトチオ
フェン基である場合を除く）、下記式（ｇ２）で表される基のいずれか一を表す。）

【化７】

　（但し、式（ｇ２）中、Ｒ１１乃至Ｒ１８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の
炭化水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ
基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０
の芳香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、Ｚ１およびＺ２のどちらか一方が式（ｇ
１）における窒素原子と結合しており、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、
炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基
、炭素数１乃至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素
基のいずれか一を表す。）
【請求項３】
　一対の電極間に、下記式（Ｇ１）で表される有機化合物を有する発光素子。
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【化８】

　（但し、式（Ｇ１）中、Ｒ１乃至Ｒ８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の炭化
水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、
ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳
香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、ＡおよびＢはそのどちらか一方が下記式（ｇ
１）で表される基であり、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至
６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、炭素数１乃
至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素基のいずれか
一を表す。）
【化９】

　（但し、式（ｇ１）中、Ａｒ１、Ａｒ２はそれぞれ独立に、置換または無置換の炭素数
６乃至６０の芳香族炭化水素基（ただし、置換基を有する場合、該置換基がジベンゾチオ
フェン骨格を有する場合を除く）、下記式（ｇ２）で表される基のいずれか一を表す。）

【化１０】

　（但し、式（ｇ２）中、Ｒ１１乃至Ｒ１８はそれぞれ独立に、水素、炭素数１乃至６の
炭化水素基、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ
基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基、置換または無置換の炭素数６乃至６０
の芳香族炭化水素基のいずれか一を表す。また、Ｚ１およびＺ２のどちらか一方が式（ｇ
１）における窒素原子と結合しており、他方が水素、炭素数３乃至６の環式炭化水素基、
炭素数１乃至６のアルコキシ基、シアノ基、ハロゲン、炭素数１乃至６のハロアルキル基
、炭素数１乃至６の炭化水素基、置換または無置換の炭素数６乃至６０の芳香族炭化水素
基のいずれか一を表す。）
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記式（ｇ１）で表される基が下記式（ｇ３）で表される基である発光素子。
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【化１１】

　（但し、式（ｇ３）において、Ａｒ３、Ａｒ４はそれぞれ独立に、置換または無置換の
芳香族炭化水素基、置換または無置換のベンゾナフトフラニル基、置換または無置換のジ
ナフトフラニル基のいずれか一を表す。また、Ａｒ５、Ａｒ６はそれぞれ独立に、置換ま
たは無置換の芳香族炭化水素基を表し、ｎおよびｍはそれぞれ独立に、０または１を表す
。なお、Ａｒ３とＡｒ５の炭素数を足した数と、Ａｒ４とＡｒ６の炭素数を足した数は各
々６０以下であるものとする。）
【請求項５】
　請求項４において、
　前記Ａｒ３および前記Ａｒ４がそれぞれ独立に、置換または無置換のフェニル基、置換
または無置換のナフチル基、置換または無置換のアントラセニル基、置換または無置換の
ピレニル基のいずれか一である発光素子。
【請求項６】
　請求項４または請求項５において、
　前記Ａｒ５及び前記Ａｒ６がそれぞれ独立に、置換または無置換のフェニレン基、置換
または無置換のナフチレン基、置換または無置換のアントラセニレン基、置換または無置
換のピレニレン基のいずれか一である発光素子。
【請求項７】
　請求項４乃至請求項６のいずれか一項において、
　前記Ａｒ３および前記Ａｒ４がフェニル基である発光素子。
【請求項８】
　請求項４乃至請求項７のいずれか一項において、
　前記Ａｒ５および前記Ａｒ６がフェニレン基である発光素子。
【請求項９】
　請求項４乃至請求項８のいずれか一項において、
　前記ｎおよび前記ｍの一方が１であり、他方が０である発光素子。
【請求項１０】
　一対の電極間に、下記式で表される有機化合物を有する発光素子。
【化１２】

【請求項１１】
　一対の電極間に、下記式で表される有機化合物を有する発光素子。
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【化１３】

【請求項１２】
　一対の電極間に、下記式で表される有機化合物を有する発光素子。
【化１４】

【請求項１３】
　一対の電極間に、下記式で表される有機化合物を有する発光素子。
【化１５】

【請求項１４】
　置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格と、置換または無置換のアミン骨格とを有
する有機化合物（ただし、前記ベンゾナフトフラン骨格の他に、ジベンゾチオフェン骨格
およびジベンゾフラン骨格を有さない）を含む、正孔輸送層用材料。
【請求項１５】
　第１の置換基、第２の置換基、第３の置換基を有するアミン骨格を有する有機化合物を
含み、
　前記第１の置換基は、置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格を有し、
　前記第２の置換基および前記第３の置換基は、ジベンゾチオフェン骨格およびジベンゾ
フラン骨格を有さない、正孔輸送層用材料。
【請求項１６】
　置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格と、置換または無置換のアミン骨格とを有
する有機化合物を含み、
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　前記アミン骨格の窒素は、前記ベンゾナフトフラン骨格と直接結合し、
　前記アミン骨格の他の置換基は、ジベンゾチオフェン骨格およびジベンゾフラン骨格を
有さない、正孔輸送層用材料。
【請求項１７】
　請求項１４乃至請求項１６のいずれか一項において、
　前記アミン骨格が前記ベンゾナフトフラン骨格の６位または８位に結合する正孔輸送層
用材料。
【請求項１８】
　請求項１４乃至請求項１７のいずれか一項に記載の正孔輸送層用材料を有する発光素子
。
【請求項１９】
　置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格と、置換または無置換のアミン骨格とを有
する有機化合物（ただし、前記ベンゾナフトフラン骨格の他に、ジベンゾチオフェン骨格
およびジベンゾフラン骨格を有さない）を含む、発光素子用材料。
【請求項２０】
　第１の置換基、第２の置換基、第３の置換基を有するアミン骨格を有する有機化合物を
含み、
　前記第１の置換基は、置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格を有し、
　前記第２の置換基および前記第３の置換基は、ジベンゾチオフェン骨格およびジベンゾ
フラン骨格を有さない、発光素子用材料。
【請求項２１】
　置換または無置換のベンゾナフトフラン骨格と、置換または無置換のアミン骨格とを有
する有機化合物を含み、
　前記アミン骨格の窒素は、前記ベンゾナフトフラン骨格と直接結合し、
　前記アミン骨格の他の置換基は、ジベンゾチオフェン骨格およびジベンゾフラン骨格を
有さない、発光素子用材料。
【請求項２２】
　請求項１９乃至請求項２１のいずれか一項において、
　前記アミン骨格が前記ベンゾナフトフラン骨格の６位または８位に結合する発光素子用
材料。
【請求項２３】
　請求項１９乃至請求項２２のいずれか一項に記載の発光素子用材料を有する発光素子。
【請求項２４】
　請求項１乃至請求項１３、請求項１８、及び請求項２３のいずれか一項に記載の発光素
子と、トランジスタ、または基板と、を有する発光装置。
【請求項２５】
　請求項２４に記載の発光装置と、センサ、操作ボタン、スピーカ、またはマイクと、を
有する電子機器。
【請求項２６】
　請求項２４に記載の発光装置と、筐体と、を有する照明装置。
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摘要(译)

本发明的一个目的是提供一种新颖的发光元件。本发明的另一个目的是
提供一种具有良好寿命的发光元件。本发明的另一个目的是提供一种具
有良好发光效率的发光元件。本发明的另一个目的是提供一种新的有机
化合物。或者，在本发明的一个实施方案中，目的是提供具有空穴传输
性的新型有机化合物。本发明的一个实施方案的另一个目的是提供一种
新的空穴传输材料。 解决方案：本发明提供一种空穴传输材料，其包含
具有取代或未取代的苯并萘呋喃骨架和取代或未取代的胺骨架的有机化
合物。或者，提供使用空穴传输材料的发光元件。或者，其中具有两个
具有6至60个碳原子的芳族烃基的胺骨架键合到苯并萘呋喃的6位或8位的
有机化合物。 【选择图】无
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